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人余りの直接雇用を創出した（Bo Ke hoach va Dau tu 2012, 7-18）。とくに，ホ
ーチミン市を中心として，隣接するビンズオン省やドンナイ省に集積した工
業団地はベトナム全国から労働力を吸収している（図 1）。そして，労働傷







ズオン省では 1万8000人，ドンナイ省では ₈ 万6000人の労働力が不足してい
るとある。また工業団地全体の離職率は，勤務期間が 1年未満のものが35.6































































































































































「外資導入推進と生産拡大プログラム」（Cac du an dau tu nuoc ngoai phat trien va 












（人） （％） （人） （％） （人） （％）
総労働力人口 881,114 976,494 971,600
農林水産業 629,658 71.46 620,073 63.5 529,755 54.52
工業－建設業 136,871 15.53 200,181 20.5 252,351 25.97
サービス業・その他 114,585 13.01 156,240 16.0 189,494 19.50
（出所） 2001年および2005年は「ハイズオン省における2001/2005年雇用創出事業に関する研究報














農林水産分野 工業－建設分野 サービス分野 海外就労
（A） （B） （A） （B） （A） （B） （A） （B）
ハイズオン市 163 4,034 8,247 11,462 3,124 7,297 1,322 706
タインハー県 2,774 1,678 5,011 4,396 1,876 2,813 1,573 944
キンモン県 2,679 2,759 3,858 3,532 1,636 1,819 1,484 1,251
キムタイン県 1,460 2,695 5,065 3,808 1,278 833 2,773 843
ザーロック県 2,768 3,188 4,342 5,382 1,483 1,454 1,737 2,239
トゥーキー県 1,887 3,482 5,299 6,465 1,145 1,745 1,068 1,422
タインミエン県 2,765 4,485 4,609 3,872 1,310 2,662 2,276 1,258
ニンザン県 1,564 3,059 4,268 2,386 2,245 1,270 2,474 1,220
チーリン県1） 2,674 2,965 3,910 4,179 1,600 2,151 1,225 2,126
ビンザン県 3,059 1,093 3,922 2,159 1,794 2,684 1,240 1,903
カムザン県 2,889 580 3,423 5,090 1,062 876 1,136 1,688
ナムサック県 2,734 2,129 3,815 4,450 1,757 865 2,020 866













ザン県，ナムサック県に立地する。この ₄ 工業団地の総雇用数は約 ₅万人で，

















認可年 2003年 2003年 2003年 2005年
敷地面積 63ha 645ha 170ha 240ha
資本主 ベトナム ベトナム ベトナム ベトナム
台湾（2007年－）
入居企業数 19社 29社 23社 19社 100社
雇用者総数 13,488 11,501 9,586 13,443 49,347
　（期末）
　（うち女性） －10,955 －7,630 －7,723 －11,528 －38,055
入職者数 4,483 4,068 5,081 5,612 19,765
　（期中）
離職者数 3,856 3,348 2,574 4,182 14,381
　（期中）
増減 627 720 2,507 1,430 5,384
短期契約者数 2,777 1,103 670 828 5,463
　（ 1年未満）






































































製造業（ ₅社），非鉄金属製造業（ ₂社），輸送用機械器具製造業（ 1社），電
子部品・電子回路製造業（ 1社），食料品製造業（ 1社），飼料製造業（ 1社），



























平均 中央値 標準偏差 最小 最大
年齢 27.02 27　 5.45 18　 44　
性別（女性＝ 1） 0.56 － 0.5 0　 1　
入職年齢 23.92 23　 5.24 15　 40　





















































































































































ドン。学歴は中学卒業が ₄ 人で，大学・短大卒が 3人であった。このパター
ンのなかでは，女性の方が学歴が高いが，賃金は男性よりも劣っていた。親








学歴の面では，中学卒業が 1 人のみで，高校卒業が ₇人（50％），大学・短
期大学・専門学校卒が 6 人（42.9％）と高学歴であった。農業に従事してい
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（ 1 人），日本（ 1 人 ），リビア（ ₂人）で，中学卒業の ₂人がリビアでの海





















































経路 A 1990年代 11.7 17.8 3,464,700 2.2 70.60
経路 B 1970～1990年 11 25.4 3,113,333 2.5 73.30
経路 C 1980年代 11.8 23.2 4,448,255 4.2 52.60
経路 D 1970～1990年 13.1 26.1 4,471,429 3.6 42.90




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































域発展の原動力とする形態（Reardon.T et al. 2007）と類似するものでもある。
５　“Sang Di Toi Ve”という用語は，きわめて日常的表現で求人広告において勤務条件
として記載されることも多い。この SDTV モデルについて，ナムディン省での聞きと
り調査をもとに筆者は同モデルを検証し，国際ワークショップ “Tac dong xa hoi vung 
cua cac khu cong nghiep o cac nuoc Dong nam A va Viet nam「東南アジアおよびベトナ
ムにおける工業区と地域社会の変化」”ベトナム世界政治経済研究所（IWEP）・東海
大学共催，2009年 6 月27日開催（ハノイ）において “ Mo Hinh SDTV（SDTV モデル）”
を報告した。また，工業区と産業別就労構造の変化，ナムディン省工業区における調
査についての報告に “Bien doi co cau nguoi nhan luc va Khu cong nghiep「労働力構造の
変化と工業区」”,（Niimi 2010）がある。













８　“Thay gi qua cac vu dinh cong cua cong nhan trong nhung nam gan day（近年の労働者
のストを通じて何を考える）,”Tap Chi Cong San（共産雑誌）2011年 ₅ 月18日付。
９　Ban Chinh sach-Phap luat, Tong Lien doan Lao dong Viet Nam（ベトナム労働総同盟政
策・法令委員会）資料による。
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